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2018－2019年度 国際ロータリーのテーマ

インスピレーションに
なろう
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　佐沼ロータリークラブで継続して開催している「少
年少女野球大会」「少年少女剣道大会」を、チーム数
を増やし、もう少し大きな大会とし、一人でも多くの
子供たちが参加できるように工夫、企画し、スポーツ
を通して少年少女の健全な育成に寄与します。
　また、会員の関わりが一層深まるよう一年間活動い
たします。ご協力お願い致します。
・クラブ情報委員会（八谷郁夫委員長）
　当委員会は、クラブの活動内容を忠実に記録として
将来に残して行くことであり、記録媒体はクラブ会報
であり、その作成発行の役目は会報委員会に担って頂
かなければなりません。当委員会は、内容の取捨選択
の必要が生じた場合、会報委員会と協力し、記録誌と
して問題なきように致します。気をつけなくてはなら
ないことは、間違った情報を伝えないことです。
　会報は電子化して、印刷所に委託保存をしていただ
きます。
・広報委員会（小野寺伸浩幹事）
　広報委員会は、一般社会にロータリーの歴史、目的
及び規範を知らせ、ロータリーが何をしているかにつ
いて理解と協力を得られる様、伝達方法を考案し実施
することを任務としている。そのような意味で当委員
会は今年度の国際ロータリーのテーマ、佐沼クラブ会
長の方針に沿って活動して行く。
・体操委員会（伊藤幸子委員長）
　会員の皆様の健康を考え、年齢問わず無理のない体
操で若返っていただくように、楽しみながら委員一同
工夫しながらやって行きたいと思います。
・国際奉仕委員会（及川昭宏委員）
　ロータリー活動の中でも、国際的な活動を行える委
員会だと認識しております。本年は、長期交換留学生
の派遣及び受け入れもあり、会員皆様のご協力の下、
委員会活動を行ってまいりたいと思います。
1．台北西門ＲＣとの姉妹クラブ交流
2．ポリオ撲滅運動への支援
3．国際大会への参加（ドイツ・ハンブルグ）
4．国際レベルでの災害への支援活動
5．海外交換留学生への支援
6．その他、海外支援活動への支援
・会員記録部会（小野寺伸浩情報電子部会長）
　八谷郁夫クラブ情報管理委員長のもと、週報を基本
とした会員の動向を記録・保存並びにデータ（電子
データー）として、今後のクラブ情報源となるように
保存していきます。
・パスト会長会（熊谷敏明代表幹事）
　新年度もスタートいたしましたので、 8月頃に予定
しておりますが、今年度執行部と歴代パスト会長の意
見交換と交流の場を設定し、各パスト会長の経験を伺
い、今年度の活動の参考になるようにしたいと思いま
す。また、今年度執行部から要請があった時は、パス
ト会長会としての提言をまとめたいと思います。
・交換留学生特別委員会（及川昭宏副委員長）
　交換留学生への対応：長期交換留学生の派遣が決定
しました。派遣及び受け入れに関して、クラブの窓口
としての機能を担当します。
1．渡米留学生へのサポート
2．来訪留学生への対応

・ロータリー財団委員会（佐藤敬喜委員長）
　一年間を通して財団寄付目標は、一人当たり年次寄
付15,000円、ポリオ撲滅3,000円といたしました。毎週
少額での寄付も受け付けておりますので、ご協力をお
願い致します。
・米山記念奨学会（佐々木源悦委員長）
　当委員会も、ロータリー財団と同じ様に、毎週Ｓ－
ＢＯX方式で寄付を受け付けておりますので、ご協力
の程お願い致します。
・社会奉仕委員会（布施孝尚委員長）
　「ダメ・ゼッタイ」募金活動は、本日をもって締め
切ります。ご協力をお願い致します。
・親睦活動委員会（加藤亮委員長）
　次週、 7月26日㈭、18：30より「納涼ゆかた家族例
会」を開催致します。出欠の返事がまだの会員は、準
備の都合上、早目にご連絡下さい。夏らしい服装での
ご出席をお待ちしております。

・ロータリー財団委員会（佐藤敬喜委員長）
　ロータリー財団は「世界でよいことをするために」
ということで設立されました。活動資金を集めるのが
当委員会の仕事でありますので、皆様方の寄付をよろ
しくお願い致します。寄付は強制ではなく善意で成り
立っておりますので、ご理解の上ご協力の程お願い致
します。
　現在、世界で行われているメイン事業は、ポリオ撲
滅運動です。この運動は各クラブ一人当り約3,000円
という要請が地区からきております。これが 1年間の
主な仕事となりますので、一人3,000円の寄付をいた
だくことを目標として頑張ります。
　また、クラブ奉仕活動に関連する地区補助金申請の
手伝いと協力をしてまいります。
・米山記念奨学会委員会（佐々木源悦委員長）
　日本のロータリークラブだけにある公益財団法人米
山記念奨学会は、日本に在留している私費外国人留学
生に対して、日本全国のロータリアンの寄付金を財源
として、奨学金を支給して支援する民間では日本最大
の奨学財団です。
　今年度は、米山記念奨学会の意味や必要性を理解し
ていただき、会員皆様のご協力をいただき、委員会活
動をしますので、よろしくお願します。
1．奨学金の歴史や現在どのように役立っているのか
を、奨学生との交流を交えて理解していただく。
2 ．例年通り、会費より会員一人当り4,000円の普通
寄付をする。
3．会員全員に、金額はいくらでもかまいませんので
特別寄付をお願します。
・青少年奉仕委員会（大畑好司委員長）
　事業といたしましては、以下の通りです。
1．少年少女野球大会の開催
2．少年少女剣道大会の開催
3．ボーイスカウト活動への協力と支援
4．青少年善行者表彰　
5．インターアクト設立に向けた調査
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・本日の出席率　84.31％

・菅原慶一会長　暑中お見舞い申し上げます。クラブ
協議会の最終回です。宜しくお願い致します。

・八谷郁夫会員　100％出席表彰ありがとうございま
した。

・杉田広仁会員　今年も「みろく尊大祭」がやってき
ました。ご協力よろしくお願いいたします。

・佐藤敬喜会員　ロータリー財団・米山奨学金の寄付
よろしくお願いします。

・鈴木彦太会員　会長、幹事殿、本日協議会、大いな
るご活躍をご期待申し上げます。

・布施孝之会員　猛暑、炎暑、酷暑が続きます。皆さ
んご自愛下さい。

・村上武彦会員　暑中お見舞い申し上げます。
・佐藤幸一会員　真夏日が続いております。ご自愛下
さい。委員会の委員長さん達には、本年度ご苦労
様です。

・江川元徳会員　熱い天気、皆さん健康第一、〝公平〟
忘れずに。

・菅野幸一郎会員　暑中お見舞い申し上げます。
・菅原文之会員　くそ厚い日が続いています。熱中症
に注意して頑張りましょう。

・佐藤早智子会員　不覚にも夏風邪をひいてしまいま
した。この酷暑の折り、皆様お身体ご自愛下さい
ませ。

・小野寺伸浩幹事以下　暑中お見舞い申し上げます。
佐々木崇会員　山田直志会員　佐竹孝行会員
佐々木源悦会員　岩渕正彦会員　熊谷敏明会員
布施孝尚会員　冨士原裕子会員　武川毅会員
及川昭宏会員　伊藤幸子会員　大畑好司会員
加藤亮会員　關孝会員

　　　以上、ありがとうございました。

　2018－2019年度のＲＩ会長、バリー・ラシンさんが
掲げたテーマ「インスピレーションになろう」という
意味について、八谷郁夫会員にもお話を聞きながら、
その中身を考えました。インスピレーションは「湧
く」とか「ひらめく」ものであって、「なる」もので
はないように最初は私も考えました。
　ちょうど頃合よく、ロータリーの友 6月号に、敦賀
ＲＣの刀根さんという方が、この件について投稿され
ていました。
　国語辞典で「インスピレーション」を引くと、「創
作、思考などの過程で瞬間的に浮かぶ考え、ひらめき、
霊感」などと書かれています。使用事例としては「イ
ンスピレーションが湧く」「インスピレーションに乏
しい」などという使い方が一般的であり「インスピ
レーションになる」という使い方は一般的にはあまり
ありません。しかし語源を考えるとＩｎｓｐｉｒｅはｉｎ＋
ｓｐｉｒｅ、元々ラテン語の「息」という言葉であり、
ｉｎｓｐｉｒｅは「息を吹き込む」が元々の意味となると
いうことでした。
　そのことから、改めてわかりやすく訳せば「人の心
に火をつけるリーダーになろう」ということらしいで
す。このことについては、引き続き思考を重ねていき
たいと思います。
　八谷郁夫会員は「インスピレーションを与える人に
なろう」と考えるのが一番良いのではないかと言うこ
とです。私もそう思いますので「インスピレーション
を与える人になろう」を目標に頑張ります。

・登米市経済部工業振興課より
　　「登米市産業フェスティバル」への出展案内
・登米市絵本原画展の協賛のお願い
・川崎大師ＲＣより、会報が届く

本日の出席率
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クラブ協議会 （担当：小野寺伸浩幹事）その 3


